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令和５年度第２回図書館協議会議事録 

 

１ 開 催 日 時  令和５年 11月８日（水）午後２時～午後４時 

 

２ 開 催 場 所  浦安市立中央図書館２階 視聴覚室 

 

３ 出 席 者 

（委 員）松本委員長、西村副委員長、井上委員、持永委員、新井委員、堀内委員、 

日比谷委員、花村委員 

（事務局）中央図書館長、中央図書館職員４名 

 

４ 傍 聴 人  なし 

 

５ 議    題  

報告事項 

（１）令和５年度上半期利用統計及び事業報告について 

（２）令和５年度図書館自己点検評価について 

  

６ 議事の概要 

報告事項 

（１）令和５年度上半期利用統計及び事業報告について、事務局より報告を行った。 

（２）令和５年度図書館自己点検評価について、事務局より報告を行った。 

 

７ 会 議 経 過 

報告事項 

（１）令和５年度上半期利用統計及び事業報告について、事務局より報告を行った。その際

に表明された意見（質問）は次のとおり。 

 

  （委 員）個人貸出数は市民一人あたりどのくらいか。 

  （事務局）上半期は平均 4.28冊である。 

  （委 員）では、年間では 8.5冊程度になるということか。一般的な自治体としては十分に

高い数値だが、浦安は以前、平均で 10冊を超えていたこともあったのではないか。 

  （委 員）上半期の貸出冊数が減少している原因として、新型コロナウイルス感染症の５類

移行に伴う、市民の旅行やイベントへの参加等を一因としているが、詳しく聞きた

い。 

（事務局）コロナ禍以降、休館や利用制限、巣ごもり需要による大量貸出しや、制限緩和に

よる滞在型利用等、市民の利用形態は毎年移り変わっている。令和５年度の上半期

は貸出冊数は減少したが、座席利用の制限もなくなり来館者数は増加している。ま
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た、例年利用の多い８月に貸出しが伸びなかったことから、旅行やイベントに参加

した市民が増加したのではないかと推測した。また、記録的猛暑の影響で外出自体

を控えた方もおられたのではないかと考える。  

（委 員）市民で図書館を一度も訪れたことがない人もいるのではないか。様々な方法で、     

市民に図書館の魅力をアピールしてほしい。 

（委 員）浦安市の人口は増えているのか。 

（事務局）東日本大震災の時期に減少したこともあるが、現在は増加傾向である。 

  （委 員）学校図書館の利用は現在どうなっているかわかるか。 

  （委 員）小学校は週１回図書の時間があるが、中学校はそのような利用はない。また、1

人 1台端末が配布され、物事を調べる際は図書ではなくインターネットを使う傾向

も見られる。 

 

（２）令和５年度図書館自己点検評価について、事務局より報告を行った。意見（質問）は

なし。 

 

（３）その他、委員から以下のような情報提供及び図書館運営に関する意見が表明された。 

 

（委 員）利用者にとって公共図書館の魅力とは旬な本を借りられることである。予約が多

い本について寄贈を積極的にお願いしてはどうか。また、寄贈者に対し何らかの対

応をすることで、さらなる寄贈も見込まれると考える。 

（事務局）市民からの寄贈についてはお持ちいただければ受付けている。こちらから個々の

タイトルについて寄贈のお願いはしていない。一方で、浦安市や千葉県に関する資

料や市民による著作については、積極的に寄贈を呼び掛けて所蔵資料として保存す

るようにしている。寄贈した方への対応については、今後の参考にする。 

（委 員）図書館で複本を大量に所蔵することへの出版業界における問題視は、かねてから

存在する。浦安市は比較的、複本購入については抑制的であると考えている。市民

の要求と出版社との兼ね合いもあり、なかなか難しい部分もあるのではないか。 

（委 員）子ども図書館の開館が延期となっているが、子ども図書館や学校図書館には不登

校の子たちも受け入れてくれるような場所になってほしい。 

（委 員）図書館に子どもたちがなかなか来ない状況を考えても、ファブスペースという新

しい試みには期待したい。 

（委 員）新規に読書会を立ち上げるような動きがあるが、どのようなものを望んでいるの

か。 

（事務局）現在活動している読書会は会員の高齢化が目立つことや、会自体が減っていると

いう現状がある。集会事業の参加者にアンケートなどを実施して、図書館から声か

けを行い、読書会の立ち上げをサポートできればよいと考えている。 

（委 員）子どもたちの間で図書以外のメディアの影響が大きく、書籍での読書や本自体が

今後なくなってしまうのではと危惧している。読書という文化を残すために何をし
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たらいいのか、今後学校でも一緒に考えていきたい。 

（委 員）海外の研究ではデジタルから紙の書籍による読書へ揺り戻しが出ているという報

告がある。本の「物質性」が与える影響があるのではないか。 

（委 員）地方の比較的新しい図書館を複数見学してきたが、本の並べ方が従来の日本十進

分類法ではなく、ジャンルにこだわらないテーマごとになっていた。目的の本が探

しづらい印象を受けた。 

（委 員）海外視察で図書館に関するポスターセッションを見てきたが、ＳＤＧｓに関する

ものが多かった。浦安の図書館では何か取り組みはあるのか。 

（事務局）具体的な取り組みとしては、資料の展示を行っている。ＳＤＧｓや環境問題に対

し、図書館サービスは密接に関わることができると考える。昨年度はこのテーマで

職員が 10名以上研修会を受講した。資料提供の面でも重要な課題である。 

 

以上 


